


研究にあたって

　私たち研究グループのメンバーは，障害のある子どもへの効果的な指導法などについて，各々の

分野において研究しています。日々，そのような研究を経る中で，ある共通の課題が生じてきまし

た。それが，「障害理解」というテーマです。特別支援教育が名実ともに定着するには，障害のあ

る子どもへの効果的な支援に関する研究を充実させることは言うまでもありませんが，一方で，彼

（彼女）らとともに学び，生活している人々，とりわけ子どもたちへのかかわりにおいても，目を

向ける必要性があります。このように歩み出した研究ですが，進めば進むほど，とても壮大なテー

マであることを痛感しています。本当にめざすべきものは何なのか・・・まだその答えは完全には

みえてきていません。しかし，この研究によって，子どもたちが，近くにいる彼（彼女）らのこと

を，ほんの少しでも立ち止まって考えるきっかけを提供できたらと思っています。さいごになりま

したが，この研究を進めるにあたり，先生方ならびに児童のみなさんに多大なるご協力をいたたき

ました茨城県水戸市立大野小学校に，この場をかりてお礼申し上げます。
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